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事業の目的・目標

主な成果 課題と今後の取り組み

実用化・事業化の見通し

開発した機構

本開発の目的は、燃料電池製造におけるセルまたはセル部品をスタック化する工程において、2022年発行のNEDOロードマップ記
載の2030年目標タクトタイム（0.5秒)を達成するセルの高速搬送・積層装置の基本機構を開発することである。これは生産速度従
来比4倍以上の生産性向上となる。また、移動体用だけではなく、定置用及び水電解装置の製造へも展開できる汎用的な機構開発
を目指す。圧倒的な高速化とアクチュエーター数を極力抑えた機構による省エネ効果を合わせ、燃料電池の生産コスト低減に寄与
する。

出展：NEDO

■一般的な搬送・積層方法

課題

•ロボット等は動作が多く、高速化に課題
•吸着等による把持にて集電部の変形等有

■開発した搬送・積層機構
①非接触式搬送機構
• エアーによりセルを浮上させて搬送
• 初速は突き出し機構にて実施
• 位置制御用のガイド設置

②積層機構
• セル両端のみ保持しながら、回転機
構により姿勢変更・積層を実現

• モーター一つで全ての動作を実施

• 100セル以上をタクトタイム1秒にて連続搬送・積層
できることを確認

• 同じ位置決め治具に手で積層したスタック（手組ス
タック）と本機構にて自動積層したスタック（機械
スタック）のリーク量を比較したところ、大きな差
は見受けられなかった。
これにより、積層精度も確保できていると言える
（評価はあいち産業科学技術総合センターにて実施）

【成果まとめ】
• 従来比２倍以上*のタクトタイムにて搬
送・積層が可能となった（*当社調べ）

• 少ない動力源の採用により省エネを実現
• セルに触れない構造の為、燃料電池の劣
化抑制に寄与できる可能性があることが
分かった

開発機構 外観

本機構の実用化に向けて以下の課
題に取り組んでいる
（26年4月より同事業フェーズCに
て実施）

• 300セル以上へのスケールアップ
• タクトタイム0.5秒へのタクト
アップ

• 炭素セパレータ、MEAへの展開
可能性の検証

• セルの性質により、積層中にス
タックしてしまう現象の解消

• 搬送速度のバラつき低減

本研究開発技術 従来技術

搬送・積層速度 400 100とする
製品にキズ等が着く可能性 低い 現状 跡あり

セル間の位置決め性 簡易的かつ高精度 複雑、精度に問題なし

コンタミ混入確立 低い 高い

設備コスト 100 100とする
セル1枚当たりの設備コスト 1/4 １

2028年3月末 実用化に向けた課題
の解消・効果検証完

2029年 テスト機として１号
機の納入目標

2029年度 事業化（目標）
国内外の燃料電池
メーカー・水電解装
置メーカーを対象

リークテスト結果

新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に向けた技術研究開発事業／社会課題解決枠フェーズB（燃料電池利用促進分野）

燃料電池セルの搬送・積層を超高速化する基本機構の研究開発
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